
 

 

令和 6年一級建築基準適合判定資格者検定の検定問題について 

 

 

1．検定問題の誤字について 

 

令和 6 年一級建築基準適合判定資格者検定の検定問題におきまして、検定終了後、次のとおり

誤字があったことが判明しました。 

 

誤字の箇所 誤 正 

考査Ａ No.5 選択肢 5 390Ｎ/㎡ 390Ｎ/㎟ 

考査Ａ No.6 選択肢 1 12Ｎ/㎡ 12Ｎ/㎟ 

 

 

2．誤字への対応について 

 

考査ＡNo.5 については、肢 5を正答肢として想定していましたが、下記の通り今回の誤字が解

答に影響を与えるものではないとの結論に至り、得点調整等の措置は講じないこととしています。 

 

○肢５について、建築基準法上「・・・基準強度の数値と 390Ｎ/㎡のうち、大きいほうの数値と

しなければならない」との規定はなく、「・・・の数値と 390Ｎ/㎟のうち、小さいほうの数値とし

なければならない」とされているため、正答肢とする。 

 

 

 



 

 

 

考査ＡNo.6については、受検者への影響を検討した結果、肢３を正答肢として想定していまし

たが、下記の通り肢１及び肢３を正答肢とする措置を講じています。 

 

○肢１について、建築基準法上「12Ｎ/㎡としなくてもよい」との規定はなく、また、コンクリー

ト造の塀の強度として明らかに不十分であるため、正答肢とする。 

○肢３について、当該耐力壁には建築基準法施行令第 78条の２第 1項三号が適用され、鉄筋の間

隔を 50cm以下としなければならないため、正答肢とする。 

 

 

 

 

 


